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下記に本書籍の目次と一部を紹介します。 

 

紹介文 

揮発性有機化合物（VOC）の分析では、対象とする成分数も多く、研究目的や規制目的

などによって同じ成分でも異なった影響評価がされている。そこで、研究目的や規制目的な

どによって多数の方法・機器が開発され用いられている。このテキストで、全ての観測目的・

規制やそれに対応する方法を紹介することは難しいが、可能な限り国内外で用いられてい

る方法を紹介する。 

各章では、気体として環境に放出される化学物質である VOC とその測定法を理解するため

の基礎知識として化学物質の情報と VOC の分類例、多様な VOC が関わる環境影響評価に

合わせた測定法を紹介する。測定法は対象とする環境影響や法規制等の要求に合わせて組

み立てられているので、様々な測定法から目的に合ったものを選択して使用している背景

を理解する上で役に立つ。試料採取法と個別成分分析に多用されているガスクロマトグラ

フィーの原理と概要、ガスクロマトグラフの検出器等も紹介する。ガスクロマトグラフィー

を用いた個別成分の分析法については、ラボ分析法の例として環境省の有害大気汚染物質

測定法マニュアルを例に紹介する。現場分析で用いる技術の進歩の背景と具体的な装置の

例、測定値の質と普遍性を確保する為に役立つ新しい検量線作成用標準物質のトレーサビ

リティを確保する方法を紹介する。 
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